
月
4
日
に
行
わ

5
日
に
県
野
球

決
勝
に
進
ん

粥
日
か
ら
山
梨

関
東
大
会
に
出

発
市
内
産
の
農

り
ん
」
な
ど

光
ガ
イ
ド
マ

魅
力
ア
ッ
プ

丁
」
の
3
品
。

原
井
の
「
の
う

聖
園
内
で
収

‐
使
っ
た
も
の

w
ん
ず
の
ほ
か
、

収
穫
で
き
る1
2

-
ろ
え
る
と
い

つ
は
、
木
更
津

と
を
展
開
す
る

り
づ
」
が
、
袖

の
香
り
を
生
か

…
子
の
袖
っ
子

ノ

h

も

鮫

.

熱
々
ま
い

は
、
蔵
波
台
の
菓
子
店
「
大
原

軒
」
が
1
9
4
7
年
の
創
業

時
か
ら
作
り
続
け
て
い
る
和

菓
子
。
店
主
の
大
沢
敏
秀
さ

ん
は
「
こ
れ
ま
で
新
た
に
開
発

し
た
2
品
が
認
定
さ
れ
た
。
袖

ケ
浦
市
は
新
し
く
転
入
し
て
く

る
住
民
が
多
く
、
特
産
推
奨
品

に
選
ば
れ
る
と
知
名
度
が
上

が
り
、
効
果
が
大
き
い
」
と
話

し
た
。
市
商
工
会
に
よ
る
と
、
市
特

産
推
奨
品
は
2
0
0
5
年
か
ら

認
定
を
始
め
た
。
今
回
は1
5
品

の
応
募
が
あ
り
、
8
月
1
日
の

審
査
会
で
は
、
粕
谷
智
浩
市
長

や
県
立
袖
ヶ
浦
高
の
生
徒
ら
計

1
1
人
が
審
査
員
と
な
り
、
地
域

特
性
や
創
意
工
夫
、
技
術
力
、

市
場
性
で
採
点
し
、
4
品
を
認

定
。
こ
れ
ま
で
認
定
さ
れ
た
の

は
計2
7
品
と
な
っ
た
。
市
役
所

で
9
月
4
日
に
行
わ
れ
た
認
定

証
交
付
式
で、
粕
谷
市
長
は「
市

の
豊
か
な
農
産
物
を
生
か
し
、

地
域
の
顔
と
し
て
観
光
振
興
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
た
。
,

ー

米
国
や
中
国
な
ど
世
界
8
か

国
の
学
生
や
社
会
人1
7
人
が
印

西
市
を
訪
れ
、
7
月2
3
日
か
ら

3
0
日
ま
で
の
8
日
間
、
老
人
施

設
や
幼
稚
園
な
ど
を
訪
問
し
、

日
本
の
福
祉
や
教
育
を
学
ん

だ
。
・
7
月2
3
日
に
受
け
入
れ
家
族

と
対
面
し
た
一
行
は
、
同2
5
日

に
同
市
戸
神
の
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
「
戸
神
ホ
ー

ム
ズ
」
を
訪
ね
た
。
95
歳
の
石

渡
シ
ヅ
さ
ん
の
部
屋
で
仏
壇
の

説
明
を
受
け
る
な
ど
し
、
興
味

深
そ
う
に
聴
き
入
っ
た
。

居
住
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
意

見
交
換
で
は
、
母
国
の
高
齢
者

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
「
祖
母

は
一
人
暮
ら
し
だ
が
、
両
親
が

よ
く
訪
ね
て
い
る
」
(
オ
ラ
ン

ダ
)
、
「
施
設
で
は
な
く
自
宅

で
過
ご
す
人
が
多
い」(
中
国
)

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
各
国

と
も
、
高
齢
者
向
け
の
施
設
で

暮
ら
す
人
は
少
数
派
と
い
い
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性(
“)
は

「
人
生
の
最
後
に
住
む
施
設
は

あ
る
が
、
元
気
な
う
ち
に
入
る

高
齢
者
施
設
は
少
な
い
。
高
齢

化
社
会
と
な
り
、
こ
う
い
う
場
、

所
も
人
気
に
な
り
そ
う
だ
」
な

ど
と
語
っ
た
。

同2
9
日
に
は
「
市
川
学
園
西

の
原
幼
稚
園
」
で
、
園
児
が
育

て
た
野
菜
入
り
の
カ
レ
ー
を
一
.

緒
に
食
べ
、
園
長
ら
と
幼
児
教

育
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

一
行
は、
米
国
や
中
国、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の

1
7
歳
か
ら3
3
歳
の
学
生
や
社
会

人。
世
界
の
若
者
に
各
地
の
学

校
や
福
祉
施
設、
祭
り
な
ど
の

地
域
行
事
を
紹
介
し
て
い
る
N

P
O
法
人
「
ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン

パ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

(
熊
本
県
荒
尾
市)
が
募
っ
た
』

　
　　
　
　

◇
1・
競

泳
÷
◇

▽
少
年
男
子
B
1
o
o
緒
自
由
形
予
選
通

過
者
井
上
(
昭
和
学
院
高
)5
1
秒8
3

▽
少
年
男
子
B
1
o
o
瀦
自
由
形
決
勝

⑦
井
上
(
昭
和
学
院
高
)5
1
秒4
3

▽
少
年
男
子
B
4
0
0
耕
リ
レ
ー
予
選
通

過
県

千
葉
3
分3
0
秒5
3

▽
少
年
男
子
B
4
0
0
麟
リ
レ
ー
決
勝

⑥
千
葉
3
分2
9
秒4
5

松
元
(
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
)
52
秒6
4

▽
成
年
男
子
ー
o
o
冴
バ
タ
フ
ラ
イ
決
勝

②
松
元
(
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
)5
1
秒
射

▽
成
年
男
子
2
0
0
冴
個
人
メ
ド
レ
ー
予

選
通
過
者

寺
門
(
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
)
2
分
ー

秒4
0
▽
成
年
男
子
2
0
0
耕
個
人
メ
ド
レ
ー
決

勝

⑧
寺
門
(
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
)

ー
分5
8
秒9
8

▽
少
年
女
子
A
4
0
0
薪
リ
レ
ー
予
選
通

過
県

千
葉
3
分
引
秒4
6

▽
少
年
女
子
A
4
0
0
期
リ
レ
ー
決
勝

⑧
千
葉
3
分5
2
秒
前

▽
少
年
女
子
B
1
o
o
姑
自
由
形
予
選
通

過
者
中
村
(
ち
は
ら
台
南
中
)
56
秒
湾

▽
少
年
女
子
B
T
O
O
耕
自
由
形
決
勝

④
中
村
(
ち
は
ら
台
南
中
)
56
秒4
7

▽
少
年
女
子
B
4
0
0
塀
リ
レ
ー
予
選
通

過
県

千
葉
3
分
引
秒6
0

▽
少
年
女
子
B
4
0
0
緋
リ
レ
ー
決
勝

⑥
千
葉
3
分5
0
秒5
1

◇
ー・
飛
び
込
み
1・
◇

▽
少
年
女
子
高
飛
び
込
み
②
鈴
木
(
幕

張
総
合
高
)
ー
9
0
・3
0
点

◇
ー
体

操
ー
◇

▽
少
年
男
子
団
体
総
合
予
選
通
過
県
②

千
葉
3
1
5
04
2
6
点

(
演
技
者
は
5
人
、
得
点
は
上
位
4
人

を
合
計
)

1

▽
少
年
女
子
団
体
総
合
予
選
通
過
県
.
⑥

千
葉
2
0
2
0
3
2
ワ
点

、

(
演
技
者
は
5
人
、
得
点
は
上
位
4
人

を
合
計
)

、

1

14
日
【
千
葉
】
内
、
小
、

.
≦

外
、
整
、
眼
、
耳
鼻
、
歯

=
休
日
救
急
診
療
所
(
2
4
4
0
5
3

5
3
)
▽
産
=
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
2
4

耳
=
小
関
(
午
前
9
時
~
正
午
、
25
0

1
1
8
7
)
▽
消
防
署
(
午
後
5
時
以

降
、、
22
0
0
1
1
9
)
【
袖
ケ
浦
】
内

=
袖
ケ
浦
さ
つ
き
台
(
硯
o
l
l
1
3
)

▽
消
防
署
(
午
後
5
時
以
降
、
64
0
0

1
1
9
)
【
山
武
郡
市
M
テ
レ
ホ
ン
案

内
(
0
4
ヮ
5

0
50

0
2
5
3
1
)
【
香

取
一
同
(
0
1
2
0
・
1
1
0

0
4
7

4
)
【
銚
子
】
内
=
浅
利
(
20
0
1
8

8
8
)
【
匝
瑳
M
消
防
署
(
72
00
1

1
9
)
【
君
津
一
内
、
小
=
青
柳
(5
4

08
0
0
0
)
▽
消
防
署
(
午
後
5
時

以
降
、
53
0
0
1
1
9
)
【
富
津
一
外
、

内
=
東
(
幻
o
o
1
6
5
)
▽
消
防
署

(
午
後
5
時
以
降
、
総
o
o
l
l
9
)

【
安
房
郡
市
】
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
(2
5
0
5
1
1
1
)
館
山
病
院
(2
2

0
1
1
2
2
)
花
の
谷
(
獲
り
5
3
0

3
)
【
長
生
郡
市
】
内
=
山
之
内
(2
5

0
1
1
3
1
)
▽
外
=
三
枝
(2
5
・
2

2
0
3
)
【
夷
隅
郡
市
一
テ
レ
ホ
ン
案

内
(
0
1
2
0
◎
1
4
3

0
2
5
1
)

【
市
川
一
同
(
0
1
2
0
0
2
4
1

0

5
9
6
)
【
浦
安
一
同
(
0
1
2
0
0

2
4
o
9
2
5
0
)
【
鎌
ヶ
谷
]
同
(
4

4
5
0
2
3
0
0
)
【
習
志
野
一
同
(
4

5
2
0
9
9
0
0
)
【
船
橋
一
同
(
o

1
2
0

0
2
7
8
4

0
37
)
【
八
千
代
一

同
▽
内
、
小
(
4
8
2
0
6
8
7
0
)

▽
外
、
そ
の
他
(
4
8
2
0
6
8
7
1
)

【
成
田一
急
病
診
療
所(
事
前
に
電
話
、

2
7
0
1
1
1
6
)
▽
内
、
小
、
外
(
午

前1
0
時
~
午
後
5
時
)
▽
内
、
小
(
午

後
7
~1
1
時
)
【
佐
倉
一
テ
レ
ホ
ン
案

内
(
4
8
4

0
2
5
1
6
)
【
印
西

り

白
井
一
消
防
本
部
指
揮
指
令
課
(
0
4

7
6
0
46
o
9
9
8
1
)
【
松
戸
一
テ

レ
ホ
ン
案
内
(
3
6
6
0
0
0
1
0
)

【
柏
一
同
(
7
1
6
3

o
o
l
l
9
)

【
流
山一
平
日
夜
間
e
休
日
診
療
所(
事

前
に
電
話
、
7
1
5
5
0
3
4
5
6
)

【
我
孫
子
一
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
7
1
8

7
0
7
0
2
0
)【
野
田
M
消
防
署
(
7

1
2
4
o
o
1
1
9
)

　
　　　　
　
　

【1
4
日
】
◇
昼
間
▽
速
度
=
高
速
道

路
全
線
▽
あ
お
り
運
転
=
高
速
道
路
全

線
◇
夜
間
▽
速
度
=
高
速
道
路
全
線
▽

飲
酒
=
高
速
道
路
全
線

　　　　　 　
1lch0476 ‐22ィool離
島

後
悔

-自
社
に
も
サ
プ
リ
は
あ
っ
一

-
た
な
あ
!

・
ー
新
浪
前
会
長

-

一
(
船
橋
9
ゆ
も
ち
ゃ
ん
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優れた熱効率で .
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-
フ
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《
ち

弱
圏
◎

健
康
橋
綴
塵

「
M
R
O
N
J
L
(
エ
ム
ロ
ン

ジ
ェ
イ
)
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
病
気
は
、
口

の
中
の
小
さ
な
傷
か
ら
感
染
が
広

が
り
・
周
り
の
骨
が
粋
糟
状
態
に

な
る
病
気
で
す
。
症
状
や
原
因
、

予
防、
治
療
方
法
に
つ
い
て
、
2

回
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。
が
っ

正
式
な
病
名
は
「
薬
剤
関
連
顎

こ
つ

‐

骨
壊
死
」
と
い
い
ま
す
。
顎
骨
と

は
顎
の
骨
で
す
が
、
病
状
が
進
行

す
る
と
、
本
来
は
顎
の
骨
を
覆
っ

て
い
る
は
ず
の
粘
膜
が
破
れ
て
骨

う
み

が
見
え
た
り
、
膿
が
出
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
病
気

の
た
め
、
完
全
な
予
防
や
治
療
は

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

発
症
に
は
「
薬
剤
」
「
全
身
」

「
口
腔
内
」
の
三
つ
の
リ
ス
ク
が

感染「MRON ‐i」注意傷
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
薬
剤
」
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
の
治
療
薬
や
、
が
ん
治
療
薬
、

ス
テ
ロ
イ
ド
、
免
疫
抑
制
薬
を
投

与
さ
れ
て
い
る
方
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
「
全
身
」
で
は
、
糖

尿
病
、
自
己
免
疫
疾
患
、
人
工
透

析
、
貧
血
、
生
活
習
慣
病
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

「
口
腔
内
」
で
は
、
不
衛
生
な

状
態
や
、
歯
周
病
、
顎
に
関
係
す

る
感
染
症
の
炎
症
、
合
わ
な
い
入

れ
歯
、
噛
む
力
が
強
い
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
リ
ス
ク
が
複
数
重
な
る
と
注
意

が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
大
切
な
注
意
事
項
が
あ

り
ま
す
。
「
薬
剤
」
が
一
因
だ
と

自
ら
判
断
し
て
薬
を
少
な
く
し
た

り
、
中
断
し
た
り
す
る
の
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
へ
相
談
し
て
対
策
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
の
入
り
口
と
な
る
口
の
中

の
小
さ
な
傷
は
、
抜
歯
や
歯
科
医

療
で
の
手
術
な
ど
が
要
因
と
な
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

口
の
清
掃
状
態
が
悪
か
っ
た
り
、

合
っ
て
い
な
い
入
れ
歯
を
使
い
続

け
た
り
し
て
、
無
意
識
の
う
ち
に

発
生
し
た
粘
膜
の
傷
か
ら
発
症
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
エ
ム
ロ
ン
ジ
ェ
イ
は
ど

の
よ
う
な
症
状
か
ら
始
ま
り
、
進

行
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
次

回
は
症
状
や
治
療
方
法
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

(
千
葉
県
歯
科
医
師
会
)

「
8
0
2
9
運
動
」
P
R
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

も
ぐ
じ
い
-

孝三一
徹

　
　

　

　　　
　　

　

　

騰
際
園
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